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ア 大 ') 火出 ク 中成 孔大 ヲ 1) 1) 
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'} 般其孔物 d、、 心 ノV ヲ 舶有御 プ 山、 、
下火深 J、 ノ ジ 之熔山 エぇ 池 今 一、 、
f保 lit サ概 北而 セ ヲ 岩 J、 JV 片 向 山
~・、 ノ ノ、 国大 ジ JV 北 噴葦. ＿，、 池 盛 大
頁 北約形船 プ 塊大 出 三／ 一 .；・、 一 鍋
岩東百 山南朕般 ノ 一
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ヲ 一
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ジ蘇十 ジ i民舶 山 』む・ ノ 爆 i甚 ヲ ノ 費、
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灰支 火径覆舶閃 ク 居合頻湖住孔、
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岩一殆西 ブ ノ 成御輝 ノ 由今御 一
ナ 里 ト ノ 之年 ノv j也石 ナ JV JL i也 ノ、、 、
') ノ 均短 ヲ i－＼：之及 安 ク 重片 所、 、
砿間 一筏 如新 ヲ 古 J.lj ヰヒ 火池 謂

藻 一 ナ 約 JV ジ 南池岩 山 ノ }L 
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一 出 ア 窪 l質 ツ ノ ') グぇ 頭 ア ア



ジ J、 ヲ メ 石 ヲ 大 二 伊 乃化色丈、
京事 漏 i蹟 J;、，a局~一= 島 月 旦 至 石叉 内、 、
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d，、

ノ 島 年ノ、 ジ 月 賦主包 出其

十会摩
、

所君rs 組二著 ーー セ :t 量

有谷 二俸を碁 成十 シ亜ピ‘；ラ ジ 少
ト

一 山 月 島山 鍍ー El キ 双 1 ノV 熔 ナ
、

シ 村 中 津鍍 物ノ 輝長ナ是岩 !? 
イ

ブ 一 句 忠 小石石ト V J、 殆

元属 ヨ 済山 ノ 爆安 、ニ 瑛表 ン

語ifk ジ ソ ノ調 長裂 山 扇主要面 ト

年谷 大請査 石 一 疋広三王, ス 基稽爆、
間 山 正願 ，，、 i祭 ，ニ ん流鎖A 裂

F当 ヨ 本 一 中 ジ ン、 月 日円日 鋒 ス一
'} 村 年依 f生 プ プ ヨ 構斌ノV

事 一 ノ ソ 亜 l員長 ソ 造 ヲ ＝， 一
百南 月 施 双出石十 ヲ さI=>云

有西 中行 長 セ J、 月 有 ジ ナ

除約 句 ジ 石 ジ 中 一 J主 暗 ジ’ 、
‘ i.l 年二 ーー jZ ；扱熔性亙 ノV 褐ニ

)¥. 

』L

間 里 亙 JV 一 岩長 '} 複色 月

連 一 リI モ 扇 d，、 石
..,. 
輝般 ヨ

綿位 一一 ノ ジ外 ヨ 噴石密 '} 
、

./. 十 一 輝観 ソ 出安波六,, 

‘ ミ
r, 



、
エノ

－7

稔

行

永、
安
政
年
代
－
一

ノ

盛

衰

本

山

ヲ

シ

本

邦

唯

ノ

錫

鎖

山

ト

ジ

正

錫

ノ

ジ

－プ

共

名

著

一
蓮

セ

'} 

シ
、其
最
毛
繁
盛
ム
ノ

ト

云

フ
、

爾

来

幾

多

ジ

ノ、

守王y，四

J、 年

産

額

十

高

斤

以

上

箇

年

三

四

高

斤

ナ

ソ

プ

ア

7
、

近

年

ノ

産

出

額

二九

JV 

1也

質
J、

'} 

砂
岩
及
粘
板
岩
層
、
花
山
岡
山
店
、
双
石
及
浮
石
暦
ナ

一
額

著

ナ

砂

岩

及

粘

板

岩

層

ρ

ヲ

山

峯

ヲ

構

成

本

山

ノ

大

部

分

ナ

リ
ノ
、
共
質
堅
硬
ナ

J、

ーー

ジ －
プ
東
方
若
ク

ス

ジ捺

プ

傾

斜

ノL〆

モ

床

ノ

附

近

地

質

構

造

頗

本

岩

ノ

「

オミ

周

悶

/V 

ン

フ

ノ一;;L. 

ヲ

占

メ

其

基

盤

ヲ

構

成

ジ

砂

岩

ノ

モ

7
．
層
向

匡

域

ノ

以

ア

立

神

山

鼠

及

地

一服

山

附

近

ノ

如

ク

突

起

ノV

ア

ノ，，、

西

方

.A 

iLr

、
．．
 
，va 

a高
広

市

ーー

定

セ

ス、日一応レ

b
f】

W
仇

H

4
立

日

ノ

地

層

ノ

走

向

、

傾

斜

直

々

一

ナ

シ
、
新
ク

フ

M
F

錯

雑

セ

ソ
、
花
山
岡
岩

限

ソ

露

出

ジ
、
雨
者
ノ

一

ノレ〆

砂
岩
、
粘
板
岩

ア

JV 

ス

」

ニ

援

ス
、
双
石
，，、

南

方

於
－
ア

ノ、

U’ 

於

プ

J、 北

徴

東

乃

至

北

々

一

北

部

ソ後

達

殊
セ東

東

北

東

乃

至

西

北

西

モ

一

トI也

居

花

両

岩

噴

出

ノ

J、

ナ

JV 

ノ

..；，、

西

山

坂

ノ

東

方

2主

メ

愛

動

セ

ノL〆

ナ

ス

断

層

多

ク

ジ

錫

鍍

ナ

フ

R

－a
 
：
 

nrs
 

密

接

ナ

闘

係

・
ア

ノV

略

縮

図

形

ア

ヲ

有三

セ

'} 

而

－
プ
暗
紫
色
ノ

ヲ

ノV

一

J、

J!ij 

ーー

接

鮪

麗

質

作

用

ヲ

受

薩

南

竿

島

ー

－ 
於

ア

中

生

居

ノ

ケ深

間

窪

地

jiい

シ

ス、
ノV一－プ埋



p 

• 

逢 gf J ＿.，，、 鎖 ヨ 一 ジ~~ 一一 ブ 本共女nr（又" 、 、
著 チ 細石 ソ ジ ヰヒ ニ露異 山 キ ジ
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